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イルカ・クジラ・ウォッチングサミット 

２００６ｉｎ小笠原 開催概要 

1. 主  催 アイサーチ・ジャパン（国際イルカ・クジラ教育リサーチセンター） 
小笠原ホエールウォッチング協会 

2. 後  援  小笠原村、東京都小笠原支庁 

3. 協  力  （順不同） 
      小笠原海運株式会社、小笠原村観光協会、母島観光協会、東日本電信電話株式会社 
      株式会社ツーリズム・マーケティング研究所、日本エコツーリズム協会 
      WDCS（Whale and Dolphin Conservation Society） 

4. 開催日時 ２００６年２月１７日～２３日 

5. 参 加 者  （順不同・敬称略） 
[ イルカ・クジラ・ウォッチング関係者 １１名 ] 
室 蘭 海洋生物調査員    笹森 琴絵 
御蔵島 御蔵島観光協会    小木 万布（＊） 
小笠原 小笠原ﾎｴｰﾙｳｫｯﾁﾝｸﾞ協会 事務局長  佐藤 文彦 
小笠原 小笠原ﾎｴｰﾙｳｫｯﾁﾝｸﾞ協会 主任研究員 森  恭一 
大 方 大方町遊漁船主会 事務局長   埜下 安弘 
大 方 NPO砂浜美術館 ＷＷ事業部  遠山 香織 
座間味 座間味村役場 総務課長   大城  晃（＊） 
座間味 座間味村ﾎｴｰﾙｳｫｯﾁﾝｸﾞ協会 事務局  大坪 弘和（Ｔ） 
座間味 座間味村ﾎｴｰﾙｳｫｯﾁﾝｸﾞ協会 ｽﾀｯﾌ  松室るみ子（Ｔ） 
座間味 座間味村ﾎｴｰﾙｳｫｯﾁﾝｸﾞ協会 ｽﾀｯﾌ  玉井 律子（Ｔ） 
座間味 座間味村ﾎｴｰﾙｳｫｯﾁﾝｸﾞ協会 ｽﾀｯﾌ  冨山 加奈（Ｔ） 
[ ゲスト ３名 ] 
WDCS 主任研究員   Mr. Erich Hoyt ｴﾘｯｸ・ﾎｲｯﾄ 
株式会社ﾂｰﾘｽﾞﾑ･ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ研究所 主席研究員 松井 一郎（＊） 
日本エコツーリズム協会 理事   海津ゆりえ（＊） 
[ スタッフ ４名 ] 
アイサーチ・ジャパン 代 表   大下 英和 
アイサーチ・ジャパン 事務局長    山口ひろみ 
アイサーチ・ジャパン ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌ  藤田 有美 
通 訳      小林 希実 
（＊）…17日のみ ／ （Ｔ）…テレビ会議 
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プログラム内容 

イルカ・クジラ・ウォッチングサミット３回目のテーマは「ホエールウォッチングのファン拡大」。日

本のホエールウォッチング発祥の地である小笠原を会場として、小笠原の自然とホエールウォッチング

の取り組みを実際に体験しながら、参加者全員で知恵を出し合い、小笠原をケーススタディとして、「ホ

エールウォッチングファンを増やすには？」を考えました。 

１７日（金）  18:30～19:30  基調講演「ファンを作れる観光地の条件」 
（株）ﾂｰﾘｽﾞﾑﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ研究所 主席研究員 松井 一郎 氏 
[竹芝客船ﾀｰﾐﾅﾙ会議室] 

１８日（土） 10:30～12:00  ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ①「各地のファン獲得戦略」 
14:30～15:30  ﾚｸﾁｬｰ「小笠原の自然とﾎｴｰﾙｳｫｯﾁﾝｸﾞ」※既存ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
19:30～21:30 体験受講「ＯＷＡインタープリター認定講習」 
        [会場おがさわら丸船上]  

１９日（日） 9:00～10:00  洋上自然観察Ⅰ（バードウォッチング） 
10:00～11:00 洋上自然観察Ⅱ（聟島列島観察）※既存ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
16:00～17:00 体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「陸上からのﾎｴｰﾙｳｫｯﾁﾝｸﾞ」[三日月山展望台] 
19:30～21:30 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ②「ＰＲについて」 
        [小笠原村情報センター] 
 

２０日（月） 日中  ホエール＆ネイチャーウォッチング（※各自申し込み） 
19:30～21:30 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ③ｳｫｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内容、接客について 
        [小笠原村情報センター]  

 
 

２１日（火） 10:00～13:00 母島でのホエールウォッチング（※チャーター船） 
19:00～21:00 ﾄｰｸ＆ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ（主催：アイサーチ・ジャパン、 
        小笠原ホエールウォッチング協会、東京都小笠原支庁） 
        ①講演「ホエールウォッチングのマーケティング戦略」 
         講師 エリック・ホイット氏 
        ②ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ「小笠原のﾎｴｰﾙｳｫｯﾁﾝｸﾞﾌｧﾝを増やすには」 
        [小笠原ビジターセンター] 

２２日（水） 14:00～16:0 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ④まとめ [おがさわら丸船上] 

２３日（木） 16:00～17:30 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ⑤まとめ [竹芝客船ﾀｰﾐﾅﾙ会議室] 
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ホエールウォッチングファンを増やすために [５つの提案＋１] 

（ はじめに ） 

「お客さん」ではなく 

「ファン」を増やす…と考えてみる。 

このイルカ・クジラ・ウォッチングサミットは今回が３回目になります。２０

０４年２月に沖縄・座間味で開催した前回のプログラムの最後に、全国から集ま

ったホエールウォッチング関係者に、次回テーマの希望を伺ったところ、圧倒的

に多かったのが「集客」でした。 

ホエールウォッチングは一時期のブームが去り、多くの地域で集客が落ち込み、

あるいは伸び悩んでいます。しかし、ただお客さんが増えればいいのでしょう

か？ クジラやイルカとその生息環境、地域のインフラ、各ウォッチング事業者

が提供できるサービス、これらの許容量やお客さんのニーズを無視しての集客対

策は避けなければなりません。 

ホエールウォッチングが良質の自然体験として、持続可能な発展を遂げていく

ためには、ホエールウォッチングを愛し、その地域の自然を保護していくことの

大切さを理解してくれる「よき理解者」であり、時には、その魅力を知人・友人

にＰＲしてくれる「広報マン」でもある…いわばホエールウォッチングの「ファ

ン」を増やしていくことが必要なのではないでしょうか。 

今回のイルカ・クジラ・ウォッチングサミットでは、この「ファンを増やす」

という視点から、ホエールウォッチングのプログラム作り、接客・サービス、Ｐ

Ｒについて考え直してみました。 

全国各地でホエールウォッチングに携わるサミットメンバーと、世界のホエー

ルウォッチングを知るエリック・ホイット氏が、日本のホエールウォッチング発

祥の地＝小笠原に滞在し、島の方たちとふれあい、ホエールウォッチングを体験

し、小笠原の空気を肌で感じながら考えた「５つの提案プラス１」。 

小笠原だけでなく、「５つの提案プラス１」をそれぞれの地域に置き換えて考

え、日本全国のホエールウォッチングが、持続可能な発展を遂げていくために、

少しでも役立てば幸いです。 

アイサーチ・ジャパン（国際イルカ・クジラ教育リサーチセンター） 代表 大下 英和 
小笠原ホエールウォッチング協会 主任研究員 森  恭 一 

（ ※ この報告書（提言集）は、サミット参加者の討議やアイデアをもとに取りまとめたものです。ご協力
いただいたサミット参加のみなさんに感謝いたします。また、後援、協力いただきました関係各位にも御礼

申し上げます。本事業は、平成 17年度小笠原村閑散期対策事業の補助を受けて実施いたしました。） 
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ホエールウォッチングファンを増やすために 

[５つの提案＋１] 

 

① もっとお客さんを知る。 

⇒ 共通アンケートを実施してみよう。結果をもとに、行政・団体・ 

ウォッチング事業者・ガイド…関係者みんなで話し合ってみよう。 

② とことんエコツアー。 

⇒ エコツアーとしてのホエールウォッチングのすばらしさ「(1)充実した解説 

(2)行き届いた接客(3)自然環境への配慮」を細部まで徹底しよう。 

③ 選べるホエールウォッチングに。 

⇒ 初心者⇔リピーター、若者⇔親子・シニア、アクティブ派⇔リラックス派 

…多様なお客さんが「選べる」プログラムを。 

④ ツアーをトータルコーディネート。 

⇒ 来る前、陸上、帰った後…。 

ホエールウォッチングの旅をトータルでコーディネートしてみよう。 

⑤ 地元の人をファンにする。 

⇒ 地元の宿・お店の人をファンづくりに巻き込もう。 

そのためにも、ぜひ彼らにウォッチングを体験してもらおう。 

（＋
プラス

１
ワン

）お客さんになってみよう。  

⇒ 他の船に乗ってみよう。他の船の人を乗せてみよう。 

他の地域のクジラにも会いに行ってみよう。 




